
  P. 4		 課題整理

	 		 ＩＣＴを生徒の資質・能力の育成に向けて効果的に使うために、教師が意識すべきこと
	 		 青森県立八戸西高校　進路指導部主任　宮重太一
	 		 大阪府・私立関西学院千里国際中等部・高等部　進路情報センター長　米田謙三
	 		 広島県・私立修道中学校・修道高校　中学教頭　藏下一成

  P. 8		 実践事例 1   青森県立八戸西高校
	 		 ＩＣＴで指導の個別最適化を図り、主体的に学ぶ姿勢を引き出す
   ▶P.9教科指導（数学）　▶P.11教科指導（英語、保健体育）　

  P. 12	 実践事例 2   大阪府・私立関西学院千里国際中等部・高等部
	 		 生徒同士が多様な個性に触れながら、問題解決の思考プロセスを習得
   ▶P.13教科指導（理科）　▶P.14 教科指導（情報）　▶P.15進路選択

  P. 16	 実践事例 3   広島県・私立修道中学校・修道高校
	 		「修道ベーシックルーブリック」と端末の普段使いで、未来への力を育む
   ▶P.17教科指導（美術・数学・英語）　▶P.18「総合的な探究の時間」　▶P.19学級運営

  P. 20	 本特集テーマのnext 　
   教育データの利活用により、学習者・学校・行政はどう変わるのか
	 		 東北学院大学　文学部　教授　稲垣　忠

の
活用ポイント・活用目的

使うからこそ
見えてくる

特集

以前の教育現場におけるＩＣＴは、「校務用コンピューター」「電子黒板」など、どちらかと言えば教師側のツールであ

り、多くの学校において、生徒が主体となってＩＣＴを使うのは、数学や理科、情報といった、一部の教科や場面だっ

たと思います。しかし、ここ 10 年の間でのデジタル環境の進展に伴い、生徒が自分の学びや活動の内容・成果を電

子化して記録・蓄積する e ポートフォリオや、教材や生徒の成果物などをインターネット上に保存したり、クラス内

等で共有したりする教育クラウドが普及。そして、「ＧＩＧＡスクール構想」によって、生徒が１人１台の端末を持ち、

授業はもちろん、あらゆる学びや教育活動で、生徒と教師双方がＩＣＴを使いこなすことが必要な時代となりました。

言わば、ＩＣＴは「指導・支援のツール」だけではなく、「学びのツール」になりつつあるわけですが、そうした活用

はまだこれから、という学校も少なくないようです。 本特集の製作過程でお話を伺った先生方が口々におっしゃっ

ていたのが、教師も生徒も「まずは使ってみる」「気軽に使ってみることができる環境をつくる」ということでした。

使うからこそ見えてくる新しい景色、これからの 10 年を、本特集でまずはご体感ください。
	編集部　統括責任者　柏木　崇
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─
２
０
２
１
年
１
月
の
中
央
教
育
審

議
会
で
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
、「
活

用
自
体
が
目
的
で
な
い
こ
と
に
留
意
が

必
要
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
目
的
化
し
て
い

る
状
況
を
、
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。

宮
重
　
公
立
高
校
の
場
合
、
コ
ロ
ナ
禍

も
相
ま
っ
て
、
急
速
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
に
戸
惑
っ
て
い
る
教
師
が
多
い
の

は
事
実
で
す
。
目
的
が
あ
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
う
と
い
う
よ
り
も
、
と
り
あ
え
ず

使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
識

と
か
ら
想
像
す
る
と
、
生
徒
の
資
質
・

能
力
の
育
成
を
意
識
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
普
及
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と

考
え
ま
す
。

─
そ
う
し
た
状
況
を
変
え
る
た
め
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

米
田
　
ま
ず
は
、
何
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
う
の
か
と
い
う
こ
と
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
目
的
は
、
授
業
や

校
務
の
効
率
化
と
、
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
を
通
じ
た
資
質
・
能
力
の

育
成
だ
と
思
い
ま
す
が
、
自
校
で
は
何

に
力
点
を
置
く
の
か
を
校
内
で
議
論
・

共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
手
段
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
教
師
も
ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

米
田
　
既
に
一
部
の
教
師
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

積
極
的
に
使
っ
て
授
業
改
善
に
役
立
て

て
お
り
、
今
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
ど
の

よ
う
に
学
校
全
体
に
広
げ
て
い
け
ば
よ

い
の
か
を
模
索
し
て
い
る
段
階
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。

藏
下
　
本
校
で
は
、
19
年
度
か
ら
Ｂ
Ｙ

Ｏ
Ｄ
で
１
人
１
台
端
末
を
実
現
し
て
い

ま
す
が
、
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
た
ば
か
り

の
頃
は
、
ま
だ
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
主

体
の
一
斉
授
業
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
授
業
の
形
が
変
わ
る
ま

で
、
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た
こ

の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
「
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
」
に
注
目
す
る
こ
と
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

よ
っ
て
、
教
師
、
生
徒
、
保
護
者
、
そ

し
て
地
域
が
双
方
向
に
つ
な
が
る
こ
と

で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
力
を
う
ま
く
活
用
す

れ
ば
、
学
校
を
軸
に
多
様
な
関
係
性
を

構
築
し
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
ど
の
よ

う
に
学
び
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

宮
重
　
青
森
県
は
今
年
、
１
人
１
台
端

末
が
整
備
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
そ
う

し
た
学
校
で
は
、
ま
ず
は
使
う
こ
と
が

目
的
に
な
っ
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
校
で
も
、
育
成
を
目
指
す
資

米田謙三先生 宮重太一先生

藏下一成先生

ま
ず
は
使
っ
て
み
る
こ
と
で
、

効
果
を
実
感
す
る
こ
と
も
大
切

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
生
徒
の
資
質・能
力
の
育
成
に
向
け
て

効
果
的
に
使
う
た
め
に
、教
師
が
意
識
す
べ
き
こ
と

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
実
現
に
向
け
た
方
策
の
１
つ
と
し
て
、
児
童
生
徒
１
人
に
つ
き
1
台
の
端
末
（
以
下
、「
１

人
1
台
端
末
」）
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
高
校
で
は
、
整
備
中
の
学
校
や
活
用
に
着
手
し
た
ば
か
り
の
学
校
が
多
い

一
方
で
、
先
行
し
て
活
用
を
進
め
て
き
た
学
校
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
自
体
が
目
的
の
段
階
で
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。
校
内
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
輪
を
広
げ
つ
つ
、
自
校
の
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
た
資
質
・

能
力
を
生
徒
に
育
む
た
め
に
教
師
が
意
識
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。
３
校
の
教
師
に
話
を
聞
い
た
。

課題整理
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質
・
能
力
を
意
識
す
る
こ
と
は
必
要
だ

け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
使
っ
て
み
よ
う

と
先
生
方
に
呼
び
か
け
て
、
今
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
実
際
、
数
学
の

授
業
で
は
、「
グ
ラ
フ
の
変
化
が
、
教

科
書
の
説
明
よ
り
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
」と
い
っ
た
声
が
生
徒
か
ら
上
が
り
、

数
学
が
苦
手
だ
っ
た
生
徒
が
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
な
ど
、

生
徒
の
学
び
に
早
く
も
変
化
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
の
育
成
が
促

進
さ
れ
る
の
か
は
、
生
徒
の
変
化
を
見

取
る
中
で
強
く
実
感
で
き
る
も
の
な
の

だ
と
も
思
い
ま
す
。
生
徒
の
変
容
や
成

長
の
話
を
校
内
で
持
ち
寄
る
中
で
、「
自

分
は
、
こ
の
資
質
・
能
力
を
伸
ば
す
た

め
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
こ
の
よ
う
に
使
お
う
」

な
ど
と
意
図
し
始
め
る
教
師
が
増
え
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藏
下
　
私
も
、
ま
ず
は
使
っ
て
み
よ
う

と
い
う
意
識
は
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
も
教
師
も
、
機
器
や
ア
プ
リ

の
操
作
に
慣
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す

し
、
使
っ
て
み
る
か
ら
こ
そ
、
授
業
の

課
題
が
見
い
だ
さ
れ
、
そ
れ
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
と
い
う
話
に
な
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
管
理
職
や

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
教
師
は
、
生
徒
の

資
質
・
能
力
の
育
成
と
い
う
視
点
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

─
ま
ず
は
使
っ
て
み
て
、
生
徒
の
変

容
・
成
長
を
実
感
す
る
。
そ
の
上
で
自

校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用

方
法
を
見
い
だ
し
て
い
く
と
い
う
流
れ

が
大
切
な
の
で
す
ね
。
で
は
今
後
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
ど

の
よ
う
な
点
に
留
意
す
べ
き
で
し
ょ
う

か
。

米
田
　
本
校
の
場
合
、
す
べ
て
の
教
育

活
動
の
根
底
に
「
探
究
的
な
学
び
」
が

あ
り
ま
す
。
課
題
発
見
、
問
題
解
決
、

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
れ
ば
活
動
が
充
実
す
る

の
か
と
い
う
点
は
、
本
校
の
す
べ
て
の

教
師
が
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
活
用
が
進
む
中
だ
か
ら
こ
そ

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は

あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
校
で
は
、
教
師
や
生
徒
が

目
的
に
合
わ
せ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ソ
フ

ト
を
自
由
に
選
択
し
、
使
い
こ
な
せ
ば

よ
い
と
い
う
考
え
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
使
い
勝
手
の
よ
い
方

法
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
主
体
的
に
使
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
な
が
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
目
的
化

す
る
こ
と
を
防
ぐ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

藏
下
　
私
も
、
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

設
立
　
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
北
海
道
教
育
大
、
室
蘭
工
業
大
、
弘
前
大
、

岩
手
大
、
札
幌
市
立
大
、
青
森
県
立
保
健
大
、
青
森

公
立
大
な
ど
に
21
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
北
医

科
薬
科
大
、
東
北
学
院
大
、
学
習
院
大
、
駒
澤
大
、

日
本
体
育
大
、
明
治
大
な
ど
に
延
べ
92
人
が
合
格
。

設
立
　
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
０
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
大
阪
大
、
岡
山
大
、
東
京
都
立
大
な
ど
に
５

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督

教
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
同
志
社
大
、

関
西
医
科
大
、
関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ

１
１
２
人
が
合
格
。
海
外
大
学
進
学
27
人
。

設
立
　
１
７
２
５
（
享
保
10
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
男
子
校

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
９
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
東
北
大
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、

名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
九
州
大

な
ど
に
２
０
９
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、

上
智
大
、早
稲
田
大
、同
志
社
大
、立
命
館
大
、関
西
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
７
８
６
人
が
合
格
。

青
森
県
立
八
戸
西
高
校

進
路
指
導
部
主
任

宮
重
太
一
み
や
し
げ
・
た
い
ち

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
２
年
目
。
数
学
科
。

大
阪
府
・
私
立
関
西
学
院
千
里
国
際
中

等
部
・
高
等
部

　進
路
情
報
セ
ン
タ
ー
長

米
田
謙
三 
よ
ね
だ
・
け
ん
ぞ
う

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
６
年
目
。
地
理
歴

史
・
公
民
科
、
情
報
科
、

総
合
探
究
科
。

広
島
県
・
私
立
修
道
中
学
校
・
修
道
高
校

中
学
教
頭

藏
下
一
成 

く
ら
し
た
・
か
ず
な
り

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
29
年
目
。
美
術
科
。

生
徒・教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

自
由
に
使
え
る
環
境
が
必
要

学
校
概
要

学
校
概
要

学
校
概
要
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た
い
時
、
自
由
に
使
え
る
環
境
の
整
備

と
学
校
文
化
の
醸
成
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
校
で
も
、
６
〜
７
年
前

ま
で
は
、
生
徒
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

持
ち
込
み
を
禁
止
し
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
状
況
を
振
り
返
る
と
、
私
た
ち

は
ま
さ
に
大
き
な
意
識
改
革
を
乗
り
越

え
て
き
た
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
本
校
の
生
徒
た
ち
は
、
自
由

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
思
考
を
整
理
す
る
際
、
タ
イ
ピ

ン
グ
ス
キ
ル
が
低
い
生
徒
は
、
最
初
か

ら
端
末
に
入
力
す
る
の
で
は
な
く
、
紙

に
メ
モ
を
取
り
、
あ
る
程
度
、
整
理
す

る
方
針
が
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
端
末
に

入
力
し
て
清
書
し
、
そ
れ
を
「Classi

」

（
＊
１
）
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
師
と
の
や
り

取
り
は
「Classi

」
で
行
い
、
外
部
と

の
や
り
取
り
はG

oogle

の
各
ソ
フ
ト

で
行
う
な
ど
、
生
徒
は
自
由
に
ツ
ー
ル

と
使
い
方
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

宮
重
　
教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
様
々
な
活
用

に
挑
戦
す
る
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
機
能
や

ア
プ
リ
の
よ
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
、

「
こ
の
資
質
・
能
力
を
伸
ば
し
た
い
時

に
は
、
こ
の
ア
プ
リ
を
使
お
う
」「
こ

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
紙
ベ
ー

ス
が
優
れ
て
い
る
の
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使

う
必
要
は
な
い
」
と
い
っ
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
お
け
る
取
捨
選
択
の
視
点
が
明

確
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
私
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
始
め
て
ま
だ
半
年
で
す

が
、
今
は
ほ
ぼ
毎
時
間
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、生
徒
に
メ
モ
を
取
ら
せ
る
時
や
、

定
期
考
査
な
ど
を
見
据
え
て
演
習
問
題

を
解
か
せ
る
時
な
ど
、
紙
ベ
ー
ス
の
方

が
よ
さ
そ
う
だ
と
思
っ
た
ら
、
端
末
で

は
な
く
、
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
、
問
題

集
な
ど
を
使
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

藏
下
　
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
時
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

る
の
か
、
教
師
が
見
通
し
を
持
っ
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
本
校
で
は
、
目

的
意
識
を
持
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

た
め
に
、「
デ
ジ
タ
ル・タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー
」

（
＊
２
）
を
全
教
科
で
導
入
し
て
い
ま

す
（
図
１
）。「
タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー
」
は
、

単
元
の
学
習
目
標
と
評
価
に
つ
い
て
、

学
習
者
を
主
語
と
す
る
文
言
を
使
っ
て

授
業
を
設
計
す
る
フ
レ
ー
ム
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
際

の
学
習
者
の
動
き
を
記
し
た
も
の
が
デ

ジ
タ
ル
・
タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー
で
す
。

　
縦
軸
は
知
識
次
元

で
、
事
実
的
知
識
の

上
に
概
念
的
知
識
、

手
続
き
的
知
識
、
メ

タ
認
知
的
知
識
が
あ

り
ま
す
。
横
軸
は
認

知
過
程
次
元
で
、
記

憶
の
上
に
理
解
、
応

用
、
分
析
、
評
価
、

創
造
と
６
段
階
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

授
業
内
の
活
動
が
縦

軸
と
横
軸
の
ど
こ
に

相
当
す
る
の
か
を
考

え
、
学
習
目
標
と
学

習
者
の
動
詞
（「
発

見
す
る
」「
関
連
づ

け
る
」
な
ど
）
を
、

生
徒
を
主
語
に
し
て

記
述
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
生

徒
は
何
の
た
め
に

何
を
す
る
の
か
、
そ

の
際
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な

ツ
ー
ル
を
ど
う
使
う
の
か
が
つ
ま
び
ら

か
に
な
り
、
授
業
を
ど
う
組
み
立
て
る

か
、
生
徒
に
ど
ん
な
声
か
け
や
発
問
を

す
る
と
よ
い
か
が
考
え
や
す
く
な
り
ま

知識次元 学習目標／学習者の動
詞／道具・手立て

認知過程次元（学びの深さ）

①記憶する ②理解する ③応用する ④分析する ⑤評価する ⑥創造する

A
事実的
知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

B
概念的
知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

C
手続き的
知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

D
メタ認知
的知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

※学校資料を基に編集部で作成。

修道中学校・修道高校が活用する「デジタル・タキソノミー・テーブル」図１

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。
＊２　アメリカの教育心理学者ベンジャミン・ブルームによる教育目標分類学「ブルーム・タキソノミー」を基に、ローラン・アンダーソンとD・クラースウォール
がまとめたのが「改訂版タキソノミー」であり、それに ICT を活用した学習者の動きを加えることをアンドリュー・チャーチズが提案し、つくられたのが、「デジタル・
タキソノミー・テーブル」。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
法・ね
ら
い
を

整
理
し
た
授
業
デ
ザ
イ
ン
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す
。
そ
う
し
た
テ
ー
ブ
ル
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
授
業
デ
ザ
イ
ン
が
明
確
に
な

り
、
生
徒
も
教
師
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

目
的
が
整
理
さ
れ
た
状
態
で
授
業
に
向

か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

米
田
　
生
徒
を
主
語
に
し
た
授
業
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
は
大
切
で
す
ね
。
生
徒
が

様
々
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
使
い
、
探
究

的
な
学
び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
変
容
を

遂
げ
て
い
く
。
そ
の
際
、教
師
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
生
徒
に
か
か
わ
る
の
か
を

整
理
し
て
、
そ
の
成
果
を
多
面
的
に
評

価
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

─
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｒ
（
セ
イ
マ
ー
）
モ
デ
ル
に
よ

る
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
、「
代
替
」
→
「
拡

張
」
→
「
変
容
」
→
「
再
定
義
」
と
い

う
各
段
階
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
（
図
２
）。
各
校
で
は
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
い
く
際
に
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
か
。

宮
重
　
本
校
は
、
ま
ず
は
使
っ
て
み
る

と
い
う
段
階
（
代
替
）
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で

得
ら
れ
た
成
果
を
持
ち
寄
っ
て
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
共
有
し
、
活
用
を
学
校
全
体
の

動
き
に
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
、「
代
替
」
か
ら
「
拡
張
」

の
段
階
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

中
で
、
修
道
高
校
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
授
業
の
流
れ
を
、
教
科
ご

と
に
体
系
化
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必

要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

米
田
　
ま
ず
、
各
教
科
に
お
い
て
言
語

活
動
の
充
実
を
図
っ
た
り
、
教
科
を
横

断
し
た
授
業
を
設
計
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
生
徒
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
主
体
的

に
学
び
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
関
す
る
生
徒
の
疑
問
に
答
え
る

体
制
が
校
内
に
必
要
で
す
。
本
校
の
場

合
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
扱
う
担
当
組

織
が
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
導
入
時
に
検
討
し
た
活
用
目
的
や
活

用
計
画
と
生
徒
、
教
師
の
現
状
を
照
ら

し
合
わ
せ
、
目
的
や
計
画
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

藏
下
　
初
め
て
電
子
黒
板
機
能
つ
き
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
時
、

本
校
の
教
師
は
板
書
を
省
く
た
め
の
ス

ラ
イ
ド
を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ワ
イ

ド
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
代
わ
る

と
、
ス
ラ
イ
ド
と
一
緒
に
別
の
映
像
資

料
を
映
す
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
１
人

１
台
端
末
が
実
現
す
る
と
、
一
斉
授
業

か
ら
個
別
最
適
な
学
び
、
生
徒
同
士
の

意
見
交
流
に
よ
る
協
働
的
な
学
び
へ
と

授
業
が
変
わ
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
に
、

ツ
ー
ル
が
変
わ
る
こ
と
で
授
業
が
変
わ

る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
を
見
取
る
こ
と
が
、

何
よ
り
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
学
び
の

成
果
を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表

す
る
こ
と
で
、
単
元
を
重
ね
る
ご
と
に

生
徒
の
思
考
力
や
表
現
力
が
向
上
し
て

い
く
姿
を
、
多
く
の
教
師
が
見
て
き
ま

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
同
様
に
、
そ
の
活
用

を
通
じ
て
、
生
徒
の
学
び
が
広
が
り
、

深
ま
っ
て
い
く
過
程
を
目
の
あ
た
り
に

す
る
こ
と
で
、
教
師
の
実
践
も
よ
り
深

化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
校
の
取
り
組
み
の
詳
細
を

次
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介

教育における ICT 活用の段階を示すモデル。段階の内容と
数は、下から「代替」、「拡張」、「変容」、「再定義」の４段
階。拡張と変容の間に点線があるのは、変容の段階になると、
ICT 活用が飛躍的に広がりを見せるためだ。同時に、教師と
生徒のかかわり方も変化することが予想される。

出典／ Ruben R. Puentedura（2010）SAMR and TPCK:Intro to 
Advanced Practice　の図を日本語訳

Redefinition
以前はできなかった

新しい実践を可能にする

Modification
実践の再設計を可能にする

Augmentation
従来のツールの代替になることに加え、

新たな機能が付加される

Substitution
機能的な拡張はなく、

従来のツールの代替となる

再定義

変容

拡張

代替
強
化

変
換

En
ha

nc
em

en
t

Transform
ation

SAMR（セイマー）モデル図２

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の

「
次
の
ス
テ
ッ
プ
」を
見
通
す
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青
森
県
立
八
戸
西
高
校
は
、「
分
か

る
授
業
と
自
主
的
学
習
の
習
慣
化
」
を

学
校
経
営
目
標
の
１
つ
に
掲
げ
、
そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
改
善
を
進
め
て

い
る
。
渡
辺
学ま

な
ぶ

校
長
は
、
そ
の
背
景
に

あ
る
課
題
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
の
希
望
進
路
は
、
大

学
か
ら
専
門
学
校
、
就
職
ま
で
と
幅
広

く
、
大
学
の
志
望
学
部
も
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
加
入
率
は
９

割
以
上
で
、
家
庭
学
習
時
間
を
十
分
に

取
れ
て
い
な
い
生
徒
も
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
生
徒
の
希
望
進
路
を
実
現
す
る

め
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
あ
り
方
を
教
師
間

で
議
論
す
る
と
、『
授
業
内
で
生
徒
一
人

ひ
と
り
を
支
援
で
き
る
機
能
が
必
要
』

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。22
年
度
に
、

生
徒
１
人
に
つ
き
１
台
の
端
末
が
配
備

さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を

見
直
し
、生
徒
が
問
題
に
取
り
組
む
過

程
を
把
握
で
き
た
り
、
生
徒
個
別
の
課

題
に
応
じ
た
出
題
が
で
き
た
り
す
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
に
切
り
替
え
ま
し
た
」

　
切
り
替
え
と
同
時
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関

す
る
校
務
分
掌
（
Ｐ
．10
コ
ラ
ム
参
照
）

を
新
設
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
操
作
方

法
を
学
ぶ
研
修
の
実
施
や
、
授
業
で
の

活
用
事
例
の
共
有
な
ど
に
努
め
た
。
そ

の
結
果
、
教
材
の
配
信
や
生
徒
同
士
の

意
見
交
換
に
加
え
、
ウ
ェ
ブ
テ
ス
ト
の

た
め
に
は
、
進
路
指
導
・
学
習
指
導
と

も
に
個
別
最
適
化
が
必
要
で
あ
り
、
生

徒
個
別
の
支
援
が
可
能
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
２
０
２
１
年
度
に
は
、
家
庭
学
習
を

支
援
し
よ
う
と
、
生
徒
所
有
の
端
末
で

も
利
用
で
き
る
ド
リ
ル
学
習
中
心
の

学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
導
入
。
し
か
し
、

１
回
の
解
説
動
画
が
長
い
た
め
、
生
徒

の
集
中
力
が
続
か
ず
、
部
活
動
に
忙
し

い
生
徒
は
う
ま
く
活
用
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
問
題
と
解
説
動
画
の
み
の

ソ
フ
ト
だ
っ
た
た
め
、
授
業
改
善
に
活

用
し
に
く
い
と
い
っ
た
声
が
教
師
か
ら

上
が
っ
た
と
、濱は

ま

田だ

茂
男
教
頭
は
語
る
。

　「『
分
か
る
授
業
と
自
主
的
学
習
の
習

慣
化
』と
い
う
目
標
に
立
ち
返
り
、改

結
果
に
応
じ
た
課
題
を
生
徒
個
別
に
配

信
す
る
こ
と
に
よ
る
、
家
庭
学
習
の
促

進
が
実
現
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
授
業
改
善
が
進
ん
で
い
る
。

多
様
な
希
望
進
路
の
実
現
に
は

指
導
の
個
別
最
適
化
が
必
要

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
指
導
の
個
別
最
適
化
を
図
り
、

主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
引
き
出
す

青
森
県
立
八
戸
西
高
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ね
ら
い
の
1
つ
で
あ
る
「
個
別
最
適
な
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て
、
全
校
を
挙
げ
て
授
業
改
善
に
取
り

組
む
青
森
県
立
八
戸
西
高
校
。
そ
の
背
景
に
は
、
個
々
の
学
び
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
た

い
と
い
う
教
師
の
思
い
が
あ
っ
た
。

※
学
校
概
要
は
、
Ｐ
．５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

進
路
指
導
部
主
任

宮
重
太
一　

み
や
し
げ
・
た
い
ち

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
数
学
科
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
主
任

鈴
木
俊
博　

す
ず
き
・
と
し
ひ
ろ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
保
健
体
育
科
。

教
頭濱田

茂
男　

は
ま
だ
・
し
げ
お

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

校
長渡辺

　
学　

わ
た
な
べ
・
ま
な
ぶ

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。

１
学
年
担
任

馬
場
豊
樹　

ば
ば
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
英
語
科
。

数
学
科
主
任
、
２
学
年
担
任

西
塚
洋
平

に
し
づ
か
・
よ
う
へ
い

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
数
学
科
。

実践事例

1
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進
路
指
導
部
主
任
で
３
学
年
担
当
の

宮
重
太
一
先
生
は
、担
当
す
る
数
学
で
、

ク
ラ
ス
全
員
が
主
体
的
に
学
ぶ
授
業
を

目
指
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

づ
く
り
を
し
て
い
る
（
図
１
）。

　
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
は
、
毎
授
業
の
目

標
設
定
と
振
り
返
り
だ
（
図
１
❶
❽
）。

授
業
冒
頭
に
、生
徒
自
身
が
本
時
で
意

識
し
た
い
非
認
知
能
力
を
設
定
し
、授

業
の
終
わ
り
に
は
、ど
れ
だ
け
意
識
で

き
た
か
を
自
己
評
価
し
、学
習
内
容
を

振
り
返
る
。
生
徒
は
入
力
し
た
振
り
返

り
シ
ー
ト
を
宮
重
先
生
に
送
信
。
先
生

は
そ
の
シ
ー
ト
を
見
て
、「
非
認
知
能

そ
の
際
、
名
前
を
挙
げ
て
、『
よ
い
解
答

（
疑
問
）
だ
ね
』
と
認
め
、
生
徒
が
積
極

的
に
自
分
の
考
え
を
表
せ
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
し
く
解
い
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
答
え
を
消
し

て
し
ま
っ
た
生
徒
に
気
づ
き
、
適
切
な

力
の
意
識
が
明
確
」「
気
づ
き
・
考
え
た

こ
と
が
明
確
」な
ど
を
評
価
規
準
と
し

て
、各
３
段
階
で
評
価
す
る
（
写
真
１
）。

教
師
と
生
徒
と
の
間
で
振
り
返
り
シ
ー

ト
の
や
り
取
り
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

「
１
学
期
は
『
慎
重
』
を
意
識
す
る
こ
と

が
で
き
た
か
ら
、２
学
期
は
別
の
力
を
意

識
し
た
い
」な
ど
と
、自
己
分
析
と
次
の
目

標
の
設
定
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
生
徒
が

答
え
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
授
業
は
一
段
と
活
性
化
し
た
。

　「
生
徒
が
自
身
の
端
末
に
入
力
す
る

解
答
や
疑
問
を
、
私
は
手
元
の
端
末
で

把
握
し
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い
解
答
や

疑
問
を
そ
の
場
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
も
あ

り
ま
し
た
。一
人
ひ
と
り
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
、
適
切
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
生
徒

が
学
び
に
対
し
て
意
欲
的
に
な
り
、
そ

れ
が
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
宮
重
先
生
）

復習【15分】
❶冒頭１分間で、生徒は、本時で意識し
たい非認知能力（想像力、慎重などを
例示）を、端末に配信される振り返り
シート（写真１）に入力。

❷前時に学んだ問題に取り組む。解答は
選択形式で、アンケート機能で集計。
教師は、誤答の要因を解説する。

❸端末に配信される類題に取り組む。解
答が終わった生徒は、周囲の生徒と不
明点や考え方を共有。教師は、誤答の
典型例を取り上げて解説する。

本時の課題の解説【10分】
❹教科書の PDFを端末に配信。教師がそれに追記しながら、本時の課題の要点を説明する。

問題演習【15分】
❺類題のプリントを配布し、生徒はその問題に取り組む。
解答後、端末でプリントを撮影し、教師の端末に送信。

❻教師は、生徒から送信された解答を添削。個別の質問
にも回答する。

❼問題につまずいている生徒のヒントになるよう、よい
解答や間違いが多い箇所を電子黒板に映して、解説す
ることもある（写真２）。

本時の振り返り【５分】
❽授業冒頭に立てた目標の振り返りを入力（写真１）。

数学の授業　１コマの流れ（例）図１

※学校資料と取材を基に編集部で作成。

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

毎
授
業
、
生
徒
自
身
が
意
識
し
た
い

非
認
知
能
力
を
設
定

教科指導
（数学）

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

問題の解答や振り返り
に対して、こまめに
フィードバックを行う

意欲的に問題に
取り組むようになり、
意見交換も活発になる

写真１　振り返りシートは電子化されているため、
生徒と教師との間で、容易にやり取りができる。

写真２　解答後のプリントの画像
を電子黒板に映し、よい解法な
どを共有。
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八
戸
西
高
校
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進

す
る
た
め
、
急
ピ
ッ
チ
で
校
内
の
環
境
を

整
備
し
て
き
た
。
２
０
２
１
年
度
、
県
の

支
援
に
よ
り
、
端
末
80
台
と
各
教
室
に
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
配
備
。
さ
ら
に
、
学
校
の
予

算
で
、
教
師
１
人
に
つ
き
１
台
の
端
末
を

購
入
し
、
職
員
室
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
も
整

備
し
た
。
22
年
４
月
、
生
徒
１
人
に
つ
き

１
台
の
端
末
が
配
備
さ
れ
た
の
を
機
に
、

「C
lassi

」（
＊
１
）、及
び
「C

lassi note

」

（
＊
２
）
を
全
校
で
導
入
し
た
。

　
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
改
善
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
学
習

支
援
シ
ス
テ
ム
（C

lassi

）
活
用
委
員
会
」

だ
。
進
路
指
導
部
副
主
任
、
教
務
部
副
主

任
、
各
学
年
の
代
表
者
、
各
教
科
の
代
表

者
か
ら
成
る
校
務
分
掌
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関

す
る
校
内
研
修
の
企
画
・
運
営
、
実
践
事

例
の
共
有
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
急
速
に
進
ん
で
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
だ

が
、
多
く
の
教
師
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
、
濱
田
教
頭
は
語
る
。

　「
ど
の
教
師
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
必
然

性
を
十
分
感
じ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、健
康
で
も
出
席
停
止
と
な
っ

た
生
徒
の
た
め
に
、
授
業
動
画
を
配
信
し

た
い
、
家
庭
学
習
を
支
援
し
た
い
と
い
っ

た
教
師
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
」

　
各
教
科
・
科
目
で
実
践
を
積
ん
だ
結
果
、

主
体
的
に
学
ぶ
生
徒
が
増
え
始
め
て
い

る
。
家
庭
学
習
習
慣
が
定
着
し
た
生
徒
も

多
く
、
ウ
ェ
ブ
テ
ス
ト
で
弱
点
を
把
握
し
、

そ
の
克
服
に
取
り
組
む
な
ど
、
自
己
調
整

力
や
メ
タ
認
知
能
力
を
発
揮
す
る
姿
も
よ

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
そ
う
し
た
肌
で
感
じ

て
い
る
成
果
を
客
観
的
な
デ
ー
タ
と
し
て

示
す
こ
と
で
、
授
業
改
善
を
一
層
進
展
さ

せ
、
情
報
活
用
能
力
の
向
上
や
論
理
的
思

考
力
の
育
成
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
だ
。

　「
生
徒
の
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
つ
つ
あ

る
今
、
次
の
段
階
と
し
て
は
、
社
会
で
必

要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成
も
意
識

し
た
授
業
改
善
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
22
年
度
末
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力

が
高
ま
っ
た
の
か
、
効
果
検
証
を
行
う
予

定
で
す
。
そ
の
結
果
を
校
内
で
共
有
し
、

全
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
」（
渡
辺
校
長
）

　
数
学
科
主
任
の
西
塚
洋
平
先
生
は
、

「
数
学
を
諦
め
さ
せ
な
い
」
を
目
標
に
、

授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
端
末

を
活
用
し
、
例
え
ば
、
２
次
関
数
の
平

行
移
動
で
は
、
生
徒
が
自
分
で
数
値
を

入
力
し
、
グ
ラ
フ
が
ど
の
よ
う
に
移
動

す
る
の
か
を
確
認
さ
せ
て
い
る
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
グ
ラ
フ
や
図
形

を
描
き
、
自
分
の
手
で
そ
れ
ら
の
位
置

や
形
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
習
内

容
の
理
解
が
深
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
で
の

活
発
な
意
見
交
換
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
生
徒
か
ら
、『
式
が
ど
ん
な
グ
ラ

フ
に
な
る
の
か
、
初
め
て
イ
メ
ー
ジ
で

き
た
』
と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
か
れ
ま

す
」（
西
塚
先
生
）

　
題
材
に
も
工
夫
を
凝
ら
す
。例
え
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
結
果
を
基
に
、「
あ

る
競
技
が
上
手
な
人
は
、
そ
れ
に
似
た

競
技
も
得
意
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
相

関
係
数
を
提
示
し
、
相
関
が
高
い
競
技

の
予
想
を
生
徒
間
で
共
有
す
る
課
題
を

出
し
た
。

　「
数
学
が
苦
手
な
生
徒
は
間
違
い
を

恐
れ
ま
す
が
、『
な
ぜ
、
そ
う
思
っ
た

の
か
』
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
数
学
へ
の
苦
手
意
識
を
や
わ
ら

げ
よ
う
と
、
題
材
に
対
す
る
自
分
な
り

の
意
見
を
自
由
に
述
べ
る
課
題
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。
そ
こ
を
出
発
点
に
、
数

学
的
な
見
方
・
考
え
方
に
導
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」（
西
塚
先
生
）

　
２
学
年
の
数
学
で
は
、
生
徒
の
学
力

に
応
じ
た
問
題
の
配
信
を
始
め
た
。
模

擬
試
験
の
１
か
月
前
か
ら
２
〜
３
日
お

き
に
計
９
回
、「Classi

」（
＊
１
）
の

分
野
別
の
復
習
テ
ス
ト
を
実
施
。
テ
ス

ト
翌
日
、
結
果
に
応
じ
て
配
信
さ
れ
る

問
題
に
生
徒
は
取
り
組
み
、
端
末
で
提

出
す
る
。問
題
は
複
数
配
信
さ
れ
る
が
、

１
日
３
題
以
上
の
解
答
を
推
奨
し
た
。

　「
学
び
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

テ
ス
ト
翌
日
に
、
自
分
の
弱
点
に
合
っ

た
問
題
が
配
信
さ
れ
る
の
で
、
生
徒
は

隙
間
時
間
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
意

欲
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
理
解
の
深
ま

り
に
加
え
、
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
支

え
る
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
」（
西
塚
先
生
）

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

＊２ 「Classi」の連携サービス。生徒のアウトプットや協働学習を、リアルタイムで教師・生徒間で確認できる授業支援ツール。

変
化
を
視
覚
化
す
る
こ
と
で
、

学
習
内
容
の
理
解
を
深
め
る

弱
点
に
応
じ
た
問
題
を

テ
ス
ト
の
翌
日
に
配
信

各
分
掌
の
代
表
者
が
集
ま
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
の
分
掌
を
新
設

校
内
の
推
進
体
制
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英
語
科
で
は
、
１
年
次
の
学
期
末
に

行
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
、
英

語
の
ス
ピ
ー
チ
を
撮
影
し
た
動
画
を
ク

ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
し
て
提
出
す
る
方
法

に
し
た
。英
語
科
の
馬
場
豊ひ

ろ

樹き

先
生
は
、

そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
教
師
と
の
対
面
の
テ
ス
ト
で
は
緊

張
し
て
し
ま
う
生
徒
も
、
動
画
の
提
出

で
あ
れ
ば
自
宅
で
落
ち
着
い
て
取
り
組

め
ま
す
か
ら
、
持
っ
て
い
る
力
を
十
分

発
揮
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。
自
分
が

納
得
す
る
ま
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
追

究
で
き
る
た
め
か
、
聞
き
取
っ
た
音
声

を
文
字
化
す
る
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
、

自
分
の
発
音
の
正
確
さ
を
確
認
す
る
生

徒
が
増
え
て
い
ま
す
」

　
授
業
で
は
、「Classi note

」
を
活

用
し
、
英
作
文
の
解
答
を
端
末
に
入
力

さ
せ
て
い
る
（
図
２
）。
馬
場
先
生
は
、

各
生
徒
の
解
答
を
手
元
の
端
末
で
確
認

し
な
が
ら
、
表
現
が
異
な
る
解
答
を
選

択
し
て
電
子
黒
板
に
表
示
し
、「
内
容

は
同
じ
で
す
が
、
表
現
が
違
う
よ
ね
」

な
ど
と
問
い
か
け
、
生
徒
に
よ
り
よ
い

表
現
を
考
え
さ
せ
て
い
る
。

　「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
端
末
で
手
軽

に
記
録
・
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

生
徒
が
自
身
の
ス
キ
ル
を
認
識
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
利
点
を
生

徒
に
伝
え
て
、
端
末
の
活
用
を
促
し
て

い
ま
す
。
生
徒
が
メ
タ
認
知
能
力
や
自

己
調
整
力
を
発
揮
し
て
、
自
分
で
課
題

を
見
い
だ
し
、
一
層
主
体
的
に
学
ぶ
よ

う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

（
馬
場
先
生
）

　
保
健
体
育
科
で
は
、
新
学
習
指
導
要

領
に
示
さ
れ
て
い
る
「
豊
か
な
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
」
に
向
け
て
、「
楽

し
い
体
育
」を
目
標
の
１
つ
に
掲
げ
た
。

そ
し
て
、「
楽
し
い
」
を
「
で
き
な
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
と

定
義
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
技
能
の
向
上
に
活

用
し
て
い
る
。

　
陸
上
競
技
の
ハ
ー
ド
ル
で
は
、
生
徒

同
士
で
練
習
の
様
子
を
撮
影
。
そ
の
動

画
を
見
て
、「
抜
き
足
は
低
い
け
れ
ど
、

リ
ー
ド
足
が
高
い
」「
も
っ
と
手
前
で

跳
ん
だ
方
が
よ
い
の
で
は
？
」な
ど
と
、

跳
ぶ
時
の
高
さ
や
足
の
上
げ
方
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
課
題
の
把

握
と
技
術
改
善
に
生
か
し
た
。

　
以
前
は
、
生
徒
が
目
視
で
動
き
を
確

認
し
、
そ
れ
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入

し
て
い
た
が
、
ハ
ー
ド
ル
を
跳
び
越
え

る
の
は
一
瞬
で
、
目
視
で
動
作
の
よ
し

あ
し
を
見
極
め
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
動
画
を
ゆ
っ
く
り
再

生
し
た
り
、
一
時
停
止
し
た
り
し
な
が

ら
、
一
つ
ひ
と
つ
の
動
作
を
じ
っ
く
り

検
証
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
生

徒
の
対
話
も
活
性
化
し
、
学
び
合
い
の

質
が
高
ま
っ
て
い
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
科

学
科
主
任
の
鈴
木
俊
博
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
同
士
で
検
証
・
改
善
が
で
き

る
よ
う
、
私
が
指
導
す
る
の
は
、
着
目

す
べ
き
動
作
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の

み
で
す
。
思
考
力
・
対
話
力
に
加
え
て
、　

運
動
種
目
へ
の
興
味
・
関
心
も
高
ま
り
、

目
標
と
す
る
『
楽
し
い
体
育
』
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

英作文の解答を端末で共有図２

※学校資料をそのまま掲載。

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

教科指導
（英語、保健体育）

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

動画を活用して、
各自のパフォーマンスを
より詳細に確認し、
課題を具体化

学び合いが活性化し、
課題克服に向けて
自ら学ぶように

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
可
視
化
し
、

客
観
的
に
ス
キ
ル
を
評
価

動
画
に
よ
る
緻
密
な
検
証
で

生
徒
同
士
の
対
話
が
活
性
化
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２
０
１
２
年
度
か
ら
全
校
生
徒
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
貸
与
を
開
始
し
、
18
年
度

か
ら
は
、
高
等
部
の
生
徒
に
家
庭
で
所

有
す
る
端
末
の
学
校
へ
の
持
ち
込
み
を

認
め
る
な
ど
、
早
く
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
教

育
活
動
で
活
用
し
て
い
る
大
阪
府
・
私

立
関
西
学
院
千
里
国
際
中
等
部
・
高
等

部
。
進
路
セ
ン
タ
ー
長
の
米
田
謙
三
先

生
は
、
様
々
な
教
育
活
動
に
お
い
て
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
発
揮
し
た

り
、
伸
長
さ
せ
た
り
す
る
上
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

は
有
効
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

　「
本
校
で
は
、
す
べ
て
の
教
科
の
授

業
で
、
生
徒
自
身
が
設
定
し
た
テ
ー
マ

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
探
究
的
な
学
び

の
中
で
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
獲
得
さ
せ
る

た
め
に
は
、
学
び
の
目
的
を
生
徒
自
身

が
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
こ
と
が
前
提

だ
と
、
専
門
的
成
長
主
任
と
し
て
同
校

教
師
の
専
門
性
の
向
上
と
、
教
育
活
動

全
般
の
質
的
改
善
に
つ
な
が
る
方
策
を

考
え
る
岡
本
竜
平
先
生
は
語
る
。

　「
今
学
ん
で
い
る
こ
と
が
、
自
分
の

人
生
に
お
い
て
ど
ん
な
価
値
を
持
っ
た

学
び
な
の
か
が
分
か
れ
ば
、
生
徒
は
安

易
に
妥
協
せ
ず
、
自
分
の
考
え
に
も
批

判
的
な
目
を
向
け
ま
す
。
そ
こ
で
、
問

題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
が
生
徒
の
内
面
に

生
ま
れ
る
の
で
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
必
須
の
教
育
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
す
る
同
校
だ
が
、
生
徒
の
校
内

に
基
づ
い
て
探
究
的
に
学
ぶ
こ
と
や
、
教

科
横
断
的
な
思
考
を
重
視
し
て
お
り
、

生
徒
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
て
、
情
報
の

収
集
や
そ
の
整
理
・
分
析
、
ま
と
め
・

表
現
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
過
程
の
中
で
生
徒
に
育
む
の

が
、
コ
ン
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン

キ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
問
題
解
決
に
向
け

た
思
考
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
課
題
発
見
、
問
題
の
パ
タ
ー
ン

化
や
解
決
の
モ
デ
ル
化
と
い
っ
た
学
び

の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
社
会
で
求
め
ら

れ
る
批
判
的
思
考
力
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
的
思
考
を
生
徒
が
身
に
つ
け
、
自
分

ら
し
さ
を
発
揮
し
な
が
ら
社
会
で
活
躍

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
」

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
、
制
限

を
か
け
た
り
、
禁
止
し
た
り
す
る
こ
と

は
し
て
い
な
い
と
、
技
術
科
・
情
報
科

主
任
の
西
出
新
也
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
規
制
を
し
な
い
代
わ
り
に
、
生
徒

が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
よ
き
使
い
手
に
な

る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
や
ネ
ッ

ト
上
で
の
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
り
、
持
続

可
能
性
や
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
、
生
徒

同
士
で
対
話
を
し
た
り
す
る
本
校
独
自

の
デ
ジ
タ
ル
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
、
Ｌ
Ｈ
Ｒ
や
教
科
・
情

報
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
」　

専
門
的
成
長
主
任(H

ead of 
P

rofessional G
row

th)

岡
本
竜
平　

お
か
も
と
・
り
ゅ
う
へ
い

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
理
科
。

技
術
科
・
情
報
科
主
任

西
出
新
也　

に
し
で
・
し
ん
や

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
情
報
科
。

進
路
情
報
セ
ン
タ
ー
長

米
田
謙
三　

よ
ね
だ
・
け
ん
ぞ
う

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民

科
、
情
報
科
、
総
合
探
究
科
。

※
学
校
概
要
は
、
Ｐ
．５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
通
じ
て
、

個
性
の
発
揮・伸
長
を
図
る

生
徒
同
士
が
多
様
な
個
性
に
触
れ
な
が
ら
、

問
題
解
決
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
習
得

大
阪
府・私
立
関
西
学
院
千
里
国
際
中
等
部
・
高
等
部

変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き
抜
く
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
、
探
究
的
な
学
び
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
学
校
と
い
う
場
が
本
来
持
っ
て
い
る
多
様
性
を
尊
重
し
、
協
働
的
で
探
究
的
な
学
び
を
進
め
て
い
る
大
阪
府
・
私

立
関
西
学
院
千
里
国
際
中
等
部
・
高
等
部
に
話
を
聞
い
た
。

実践事例
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
科
に
お
け
る

探
究
的
な
学
び
の
例
と
し
て
、
岡
本
先

生
は
、
中
等
部
で
の
２
つ
の
実
践
を
挙

げ
る
。
１
つ
は
、「
植
物
は
ど
の
よ
う

に
子
孫
を
残
す
の
か
？
」
と
い
う
問
い

に
基
づ
き
、
花
の
構
造
を
説
明
す
る
動

画
を
制
作
す
る
活
動
、
も
う
１
つ
は
、

「
お
天
気
情
報
番
組
を
作
ろ
う
」
と
い

う
テ
ー
マ
（
写
真
）
で
、
日
本
の
天
気

の
特
徴
を
科
学
的
に
説
明
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
情
報
番
組
を
作
る
活
動
だ
。
い

ず
れ
の
活
動
も
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ま

せ
た
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
物
は
学
級
内
で

共
有
し
、
生
徒
間
で
相
互
評
価
す
る
こ

た
。グ
ル
ー
プ
ご
と
の
学
び
も
、グ
ル
ー

プ
内
の
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
び
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
多

様
で
あ
り
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
物
の
作
成

時
点
で
は
、
そ
の
単
元
の
理
解
は
一
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後

の
共
有
・
相
互
評
価
を
経
て
、
知
識
が

体
系
化
し
て
い
き
ま
し
た
」

　
探
究
的
な
学
び
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
は
、
協
働
性
の
発
揮
を
促
進
す
る

と
岡
本
先
生
は
語
る
。
１
人
１
台
端
末

の
環
境
下
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒

が
自
分
の
考
え
を
発
信
で
き
る
た
め
、

グ
ル
ー
プ
内
で
多
様
な
意
見
が
出
や
す

く
な
り
、
そ
れ
ら
を
協
働
し
て
ま
と
め

る
プ
ロ
セ
ス
が
欠
か
せ
な
く
な
る
。

　「
電
子
な
ど
、
目
に
見
え
な
い
も
の

を
テ
ー
マ
に
す
る
と
、
生
徒
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
物
は
、
私
の
想
定
を
超
え
る
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
が
多
く
出
て
き
ま
す
。

多
様
な
表
現
方
法
や
気
づ
き
の
中
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を
見
い
だ
し
、
尊
重

し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
生
徒
が
実
感

で
き
る
授
業
づ
く
り
が
、
ま
す
ま
す
求

と
に
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ど

の
グ
ル
ー
プ
も
、
理
科
的
な
内
容
の
理

解
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
制
作
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
繰
り
返
し
教
科
書
を

読
ん
だ
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
書
籍
で

調
べ
た
り
し
て
い
た
と
い
う
。

　
動
画
制
作
な
ど
で
使
用
す
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
ア
プ
リ
）
を
、

岡
本
先
生
は
あ
え
て
指
定
し
な
か
っ
た

が
、
生
徒
は
作
成
し
た
い
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
物
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
プ
リ
を
探
し
て

き
た
。
完
成
し
た
説
明
動
画
や
情
報
番

組
は
、
ど
れ
も
表
現
方
法
が
ユ
ニ
ー
ク

で
、
解
説
上
の
ポ
イ
ン
ト
も
多
様
だ
っ

た
と
、
岡
本
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
履
修
範
囲
を
超
え
る
発
展
的
な
内

容
を
盛
り
込
む
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
生
徒
の
学

び
が
多
様
に
な
る
中
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
に
対
す
る
岡
本
先
生
の
考
え
方
も
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。

　「
生
徒
主
体
の
学
び
で
は
、
評
価
基

準
を
細
か
く
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
こ
ま
で
は
ク
リ
ア
し
て
ほ
し
い
と
い

う
共
通
の
目
標
だ
け
を
最
初
に
示
し
、

探
究
に
取
り
組
む
中
で
、
生
徒
た
ち
と

話
し
合
い
な
が
ら
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作

れ
ば
、
各
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
真
に
基

準
と
な
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

写真　「お天気情報番組を作ろう」での生徒の活動の様子。

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

教
科
で
の
探
究
的
な
学
び
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

生
徒
の
多
彩
な
学
び
を

尊
重
し
合
う
授
業
づ
く
り

教科指導
（理科）

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

探究的な学びの
成果物の作成で

１人１台の端末を使用

他者の多様な学びと、
その共有・相互評価を
経て、単元内容を
体系的に理解
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同
校
の
高
等
部
の
情
報
科
で
は
、「
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
開
発
」「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
作
成
」
な
ど
、
11
科
目
を
設
置
し
て

お
り
、
生
徒
は
卒
業
ま
で
に
２
科
目
以

上
の
授
業
を
選
択
す
る
。

　「
い
ず
れ
の
科
目
で
も
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、
体
験
レ
ベ
ル
で
は

な
く
、
ア
プ
リ
や
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の

の
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
レ
ベ
ル
ま
で
到
達
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
実
体
の
な
い
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
概
念
と
し
て
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、
社
会
を
よ
り
よ
く

す
る
た
め
の
仕
組
み
を
考
え
、
創
り
出

の
か
を
自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
ス
キ
ル
だ
け
で
は

な
く
、
新
し
い
も
の
の
見
方
・
考
え
方

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
西
出
先
生
）

　「
学
校
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
開
発

の
授
業
で
は
、
生
徒
が
教
師
に
質
問
や

相
談
に
行
き
や
す
く
す
る
た
め
に
、
各

教
師
の
空
き
時
間
を
確
認
で
き
る
ア
プ

リ
を
開
発
す
る
な
ど
、
身
の
回
り
の
問

題
解
決
に
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
み
、
デ

ザ
イ
ン
思
考
を
学
ん
で
い
っ
た
。ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

授
業
で
は
、
人
の
声
や
動
き
に
反
応
す

る
ア
ー
ト
作
品
を
グ
ル
ー
プ
で
制
作
。

人
を
楽
し
ま
せ
る
行
為
を
通
じ
て
ア
ー

ト
思
考
を
磨
い
て
い
っ
た
（
図
２
）。

　「
問
題
解
決
と
問
題
提
起
の
い
ず
れ

の
切
り
口
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
は
自
分

自
身
の
問
題
意
識
を
軸
に
活
動
し
ま

す
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
段
階
に
至
る
ま

で
の
進
度
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
り
ま
す
が
、
早
く
で
き
た
生
徒

し
て
い
く
力
が
育
ま
れ
る
か
ら
で
す
。

将
来
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
や
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ

ニ
ア
な
ど
と
し
て
シ
ス
テ
ム
開
発
に
関

与
す
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
概
念
に
基
づ
い
た
問
題
解
決

の
力
は
、
様
々
な
分
野
で
求
め
ら
れ
る

は
ず
で
す
」（
西
出
先
生
）

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
は
、
デ
ザ

イ
ン
思
考
の
切
り
口
と
、
ア
ー
ト
思
考

の
切
り
口
と
で
大
別
さ
れ
る
。

　「
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
通
じ
て
『
問
題
を
解
決
す
る
も

の
』
で
、
ア
ー
ト
思
考
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
通
じ
て
『
問
題
を
提
起
す
る

も
の
』
で
す
。
両
方
の
切
り
口
を
知
っ

て
お
く
こ
と
、
そ
し
て
自
分
は
ど
ち
ら

の
切
り
口
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る

た
ち
に
対
し
て
も
、『
こ
こ
を
こ
う
し

て
み
た
ら
？
』と
問
い
か
け
る
こ
と
で
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
回
り
続
け
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
制
作
活
動
に

は
終
わ
り
が
な
く
、
教
師
の
声
か
け
次

第
で
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
」（
西
出
先
生
）

　
情
報
の
授
業
で
身
に
つ
け
た
考
え
方

や
ス
キ
ル
は
、
他
教
科
の
探
究
的
な
学

び
で
も
発
揮
さ
れ
る
。
西
出
先
生
は
、

「
情
報
を
、
他
教
科
間
の
学
び
を
接
続

す
る
ハ
ブ
と
す
る
た
め
に
、
今
後
は
教

科
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
語
る
。

※学校資料をそのまま掲載。

生徒が制作したプログラミング作品例図2

問
題
を
解
決
す
る
力
と
、

問
題
を
提
起
す
る
力
を
養
う

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
し
続
け
る
教
師
の
声
か
け

教科指導
（情報）

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

自分の問題意識を軸に
プログラミングに
取り組む

問題解決の
多様な切り口を知り、
ＰＤＣＡサイクルを
回し続ける
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高
校
１
年
生
に
相
当
す
る
10
年
生

は
、
教
科
や
分
野
に
偏
ら
ず
、
様
々
な

授
業
か
ら
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
だ
け
で

な
く
、
学
内
外
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
、
特
に
長
期
休
業
な
ど
を

活
用
し
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や

高
校
生
向
け
の
講
座
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

進
路
関
係
の
情
報
発
信
は
、G

oogle 
Classroom

と
進
路
専
用
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
で
一
元
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
進
路
行
事
だ
け
で
な
く
、
調

査
書
の
情
報
や
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

の
出
願
、
指
定
校
制
推
薦
に
つ
い
て

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
通
し
て

養
わ
れ
る
問
題
解
決
に
向
け
た
思
考
プ

ロ
セ
ス
は
、
進
路
選
択
の
場
面
で
も

生
き
て
い
る
。
象
徴
的
な
場
が
、
高

校
２
年
生
に
相
当
す
る
11
年
生
の
３

学
期
の
三
者
面
談
で
行
わ
れ
る
「M

Y 
FU

TU
RE PLAN

」
と
呼
ば
れ
る
生
徒

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
（
図

３
）。
生
徒
は
、「
高
校
生
活
で
取
り
組

ん
だ
こ
と
」「
身
に
つ
け
た
力
」「
将
来

や
り
た
い
こ
と
」
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
ま
と
め
、
担
任
と
保

護
者
に
紹
介
し
た
上
で
、「
現
在
の
志

望
」「
志
望
実
現
に
向
け
た
問
題
と
解

決
方
法
」
を
説
明
す
る
。

　「
本
校
の
教
科
学
習
で
は
、『
こ
ん
な

問
題
を
解
決
し
た
い
』『
こ
ん
な
疑
問

を
解
消
し
た
い
』
と
い
っ
た
、
一
人
ひ

と
り
の
主
体
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
ま

す
。
進
路
選
択
も
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ

ス
と
捉
え
、
生
徒
主
体
で
進
め
る
た
め

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
型
の
三
者
面

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
生
徒
本
人
が

た
く
さ
ん
語
り
ま
す
か
ら
、
教
師
は
予

断
を
持
た
ず
に
生
徒
を
理
解
で
き
る
よ

も
、G

oogle Classroom

で
管
理
し
て

い
る
。
該
当
す
る
生
徒
は
自
ら
各
ル
ー

ム
に
登
録
し
、
メ
ー
ル
な
ど
で
連
絡
事

項
を
受
け
取
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、

ク
ラ
ス
担
任
の
負
担
が
大
き
く
軽
減
し

た
と
、
米
田
先
生
は
語
る
。

　「
本
校
の
修
学
旅
行
は
生
徒
が
企
画
・

運
営
し
ま
す
。
旅
行
会
社
と
、
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
議
を
重
ね
、
行
程

や
部
屋
割
り
を
決
め
ま
す
。
ス
キ
ー

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
ん
だ
今
年

度
、
靴
や
ウ
ェ
ア
の
サ
イ
ズ
は
生
徒
が

G
oogle Form

s

で
集
計
し
、
旅
行
会

社
に
伝
え
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
で
自
由
行
動
中
の
位
置
情
報
を
確
認

す
る
な
ど
、
生
徒
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て

主
体
的
に
活
動
し
ま
し
た
」

さ
も
あ
り
ま
す
」（
米
田
先
生
）

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
で
活

用
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
問
題
解
決
に

向
け
た
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
生
徒
が
経
験

し
て
い
る
同
校
。
米
田
先
生
は
、
生
徒

た
ち
の
様
子
か
ら
、「
自
立
と
自
律
が

促
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
」
と
話
す
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
生

徒
は
自
分
の
個
性
を
発
揮
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
と
い
う
場
に

は
、
様
々
な
個
性
、
価
値
観
が
あ
る
こ

と
に
も
気
づ
き
ま
す
。
そ
れ
を
互
い
に

認
め
合
う
か
ら
こ
そ
、
自
立
と
自
律
が

実
現
す
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」 ※学校資料をそのまま掲載。

MY FUTURE PLAN図 3

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

進
路
情
報
の
一
元
管
理
で

担
任
の
負
担
を
軽
減

生
徒
が
進
路
選
択
の
過
程
を

三
者
面
談
で
プ
レ
ゼ
ン

進路選択

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

生徒が主体的に
情報収集することで、
進路選択のプロセスを

可視化

進路選択における
自立と自律が

促される
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広
島
県
・
私
立
修
道
中
学
校
・
修
道

高
校
は
、
２
０
２
０
年
度
、
修
道
生
と

し
て
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
「
価
値
観
」

と
「
ス
キ
ル
」が
示
さ
れ
た「
修
道
ベ
ー

シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」を
策
定
し
た
。

「
価
値
観
」は「
世
界
貢
献
・
開
拓
者
・

協
働
性
・
向
上
心
・
独
立
心
」の
５
領
域
、

「
ス
キ
ル
」は「
人
間
関
係
力
・
表
現
力
・

判
断
力
・
思
考
力
」
の
４
領
域
と
し
、

各
領
域
に
２
〜
３
の
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
、自
分
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
た
め
に

必
要
な
姿
勢
や
行
動
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、テ
ー
マ
ご
と
に
５
段
階
の
評

価
基
準（
図
１
）
を
設
け
る
こ
と
で
、

で
活
用
し
て
い
る
。
中
学
教
頭
の
藏く

ら
し
た下

一
成
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
教
師
が
『
デ
ジ
タ
ル
・
タ

キ
ソ
ノ
ミ
ー
』（
Ｐ
．６
参
照
）に
基
づ
き
、

目
的
意
識
を
持
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す

る
の
と
同
様
に
、
生
徒
も
目
的
や
状
況

に
応
じ
て
ツ
ー
ル
を
選
び
、
活
用
す
る

経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
判
断
力

や
表
現
力
、
情
報
活
用
能
力
な
ど
が
高

生
徒
が
自
分
の
状
態
や
、
次
に
目
指
す

べ
き
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
し
た
。

　
生
徒
は
、
９
月
と
３
月
に
、
同
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
自
己
評
価
を
し
て
自

身
の
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
目
標
を

立
て
る
。
一
方
、
学
年
団
は
、
生
徒
の

自
己
評
価
を
集
計
し
て
各
領
域
の
達
成

度
を
算
出
。
前
回
の
自
己
評
価
か
ら
の

変
化
を
分
析
し
て
指
導
改
善
を
図
り
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
に
、「
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
教
育
の
柱
に
据
え

て
い
る
同
校
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
「
学
び

の
イ
ン
フ
ラ
」
と
位
置
づ
け
、
教
材
の

配
信
や
振
り
返
り
の
蓄
積
、
ウ
ェ
ブ
テ

ス
ト
の
実
施
、
生
徒
・
保
護
者
と
の
連

絡
な
ど
、
教
育
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

ま
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
生
徒
の
学

び
の
量
を
増
や
し
、
学
び
の
質
を
高
め

る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を

工
夫
し
て
い
ま
す
」

上記のように、テーマごとにレベル１〜５の評価基準が設定されている。
※学校資料を抜粋して掲載。

「修道ベーシックルーブリック」の５段階の評価基準（抜粋）図１

高
校
１
学
年
担
任
・
広
報
室

鎌
田
祐
介　

か
ま
だ
・
ゆ
う
す
け

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
社
会
科（
日
本
史
）。

高
校
１
学
年
担
任
・
教
務
部

森
元
雅
貴　

も
り
も
と
・
ま
さ
き

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
15
年
目
。
英
語
科
。

高
校
１
学
年
主
任

野
上
知
宏　

の
が
み
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
13
年
目
。
数
学
科
。

中
学
教
頭

藏
下
一
成　

く
ら
し
た
・
か
ず
な
り

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
29
年
目
。
美
術
科
。

「
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」と

端
末
の
普
段
使
い
で
、未
来
へ
の
力
を
育
む

広
島
県・私
立
修
道
中
学
校・修
道
高
校

生
徒
が
目
指
す
べ
き
姿
を
「
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
に
掲
げ
た
広
島
県
・
私
立
修
道
中
学
校
・
修
道
高
校

は
、
生
徒
が
目
的
に
応
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
よ
う
に
な
る
こ
と
で
資
質
・
能
力
も
高
ま
る
と
考
え
、
学
校
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
。

実践事例

3
「
学
び
の
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

※
学
校
概
要
は
、
Ｐ
．５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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美
術
の
授
業
で
は
、
作
品
の
制
作
過

程
で
の
気
づ
き
や
課
題
、
完
成
作
品
の

画
像
な
ど
を
残
す
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と

し
て
、「Classi

」（
＊
）
の
ア
ル
バ
ム
の

機
能
を
活
用
し
て
い
る
（
図
２
）。
美

術
科
の
藏
下
教
頭
は
、
そ
の
ね
ら
い
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
ア
ル
バ
ム
の
機
能
は
、そ
の
時
々
に

考
え
た
こ
と
を
残
す
習
慣
を
つ
け
る
ネ

タ
帳
と
し
て
使
お
う
と
、
生
徒
に
伝
え

て
い
ま
す
。
蓄
積
が
多
く
な
っ
て
も
、

手
元
の
端
末
で
す
ぐ
に
確
認
で
き
ま
す

し
、自
分
の
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

次
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て
く
る
も
の
で

　「
単
元
を
通
し
て
生
徒
が
世
界
貢
献

に
つ
い
て
考
え
を
十
分
深
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
、
評
価
結
果
の
数
値

化
に
よ
っ
て
明
確
に
な
り
、
主
題
を
繰

り
返
し
発
信
す
る
重
要
性
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」（
藏
下
教
頭
）

　
数
学
科
の
野
上
知
宏
先
生
は
、
１
ト

ピ
ッ
ク
１
分
〜
１
分
30
秒
間
の
動
画
を

作
成
し
、ク
ラ
ウ
ド
上
で
生
徒
に
配
信
。

授
業
中
の
グ
ル
ー
プ
活
動
時
の
教
材
な

ど
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
１
回
の
定

す
。取
り
組
み
を
進
め
る
う
ち
に
、生

徒
の
質
問
が
、『
次
に
何
を
す
れ
ば
よ
い

で
す
か
』
か
ら
、『
〇
〇
し
た
い
の
で

す
が
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
』に

変
わ
り
ま
し
た
。メ
タ
認
知
能
力
や
向

上
心
な
ど
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
」

　
ま
た
、単
元
ご
と
に「
修
道
ベ
ー
シ
ッ

ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
中
か
ら
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
記
し
、
作
品

の
完
成
後
、
自
己
評
価
と
相
互
評
価
を

実
施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
で
集
計
し
、

結
果
を
授
業
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
今
年
度
の
高
校
２
学
年
で
取

り
扱
っ
た
、『
オ
ル
タ
ー
ピ
ー
ス
』
を

題
材
に
平
和
へ
の
願
い
を
テ
ー
マ
と
し

た
単
元
で
は
、「
世
界
貢
献
」
の
自
己

評
価
が
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
。

期
考
査
の
出
題
範
囲
分
で
、
動
画
は
約

80
本
、
約
90
分
間
と
な
る
。
定
期
考
査

前
に
は
、
動
画
を
何
度
も
見
返
せ
ば
理

解
が
深
ま
る
こ
と
を
、
生
徒
に
繰
り
返

し
伝
え
て
い
る
と
、野
上
先
生
は
語
る
。

　「
私
自
身
、
動
画
を
何
度
も
見
返
し
、

説
明
の
仕
方
や
図
の
示
し
方
な
ど
に
お

け
る
改
善
点
を
見
い
だ
し
て
、
次
の
動

画
作
成
に
生
か
し
て
い
ま
す
」

　
英
語
科
の
森
元
雅ま

さ

貴き

先
生
は
、
生
徒

に
端
末
を
使
う
意
義
を
説
明
し
た
上

で
、
授
業
中
の
端
末
の
使
用
に
制
約
を

設
け
て
い
な
い
。
生
徒
は
、
必
要
に
応

じ
て
端
末
で
調
べ
物
を
す
る
ほ
か
、
森

元
先
生
の
指
示
が
な
く
て
も
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
ク
ラ
ウ
ド
上
で
英
作
文
や
和

訳
を
共
有
し
て
学
び
合
っ
て
い
る
。

　「
端
末
の
使
用
を
制
限
し
な
け
れ
ば
、

生
徒
が
学
習
以
外
の
こ
と
で
端
末
を
使

用
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
声
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
端
末
を
使
う
場

面
を
限
定
し
て
し
ま
う
と
、『
今
、
知

り
た
い
』
と
い
う
生
徒
の
意
欲
を
削
ぎ

か
ね
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
端
末
を

使
う
目
的
を
生
徒
と
し
っ
か
り
共
有
す

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
で
き
て
い
る
本

校
で
は
、
生
徒
が
主
体
的
・
協
働
的
に

学
ぶ
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
」

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

この生徒は毎時間、制作途中の作品の画像もアルバムに
アップし、次時に取り組もうと考えていることを入力し
ている。　　　　　　　　　　※学校資料をそのまま掲載。

美術科　生徒のポートフォリオ（例）図２

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

次
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

「
ネ
タ
帳
」
と
し
て
活
用

端
末
を
使
う
意
義
を
生
徒
と
共
有
し
、

い
つ
で
も
使
え
る
環
境
に

教科指導
（美術・数学・英語）

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

ポートフォリオで
学びの過程を可視化する
目的や利点を、生徒に説明

「○○したいのですが、
どうすればよいですか」
と、目的意識を持った

質問に変容
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22
年
度
の
高
校
１
年
生
の
「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」で
は
、「
広
島
の
文
化
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
３
分
間
の
動
画
制
作

を
課
題
と
し
た
。
生
徒
は
８
人
ず
つ
の

グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や

記
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
、
役
割
を
分

担
。
各
グ
ル
ー
プ
、
食
や
防
災
な
ど
の

７
領
域
か
ら
１
つ
を
選
択
し
、
動
画
の

内
容
を
検
討
し
た
。
７
月
下
旬
に
は
、

テ
レ
ビ
局
員
か
ら
取
材
や
動
画
制
作
の

方
法
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
た
上
で
、

調
査
や
取
材
を
行
い
、
夏
季
休
業
明
け

に
テ
ス
ト
動
画
を
制
作
し
た
。
各
学
級

の
ク
ラ
ウ
ド
上
で
テ
ス
ト
動
画
を
共
有

し
、自
分
た
ち
が
作
り
た
い
も
の
の
制

作
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
」（
野
上
先
生
）

　
動
画
制
作
で
は
、「
修
道
ベ
ー
シ
ッ

ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
中
で
も
「
判
断

力
」
の
育
成
に
重
点
を
置
い
た
。
テ
レ

ビ
局
か
ら
著
名
人
の
講
演
を
提
案
さ
れ

た
が
、
そ
れ
を
断
っ
た
の
は
、
生
徒
が

事
前
知
識
の
な
い
状
態
で
、
訴
求
し
た

い
テ
ー
マ
を
自
分
た
ち
で
見
つ
け
る
こ

と
か
ら
始
め
、
取
材
先
も
自
分
た
ち
で

見
つ
け
れ
ば
、
自
身
で
判
断
す
る
場
面

が
よ
り
増
え
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
22
年
９
月
に
実
施
し
た
「
修
道
ベ
ー

シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
自
己
評
価

で
は
、「
判
断
力
」
に
か
か
わ
る
テ
ー

マ
の
「
優
先
課
題
及
び
そ
の
解
決
策
を

的
確
に
判
断
し
て
行
動
に
移
す
力
」が
、

前
回
の
３
月
調
査
に
比
べ
て
飛
躍
的
に

向
上
し
て
い
た
（
図
３
）。

　「
活
動
中
、
教
師
は
見
守
り
に
徹
し
、

生
徒
が
自
分
の
判
断
で
動
け
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。課
題
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

何
度
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
乗
り

越
え
た
経
験
が
、『
判
断
力
』
の
向
上

し
て
感
想
や
意
見
を
述
べ
合
い
、
テ
レ

ビ
局
員
か
ら
の
講
評
も
踏
ま
え
て
、
再

取
材
や
動
画
の
修
正
を
行
い
、
10
月
末

の
文
化
祭
で
発
表
し
た
。

　
調
査
や
取
材
依
頼
、
撮
影
・
編
集
な

ど
の
各
工
程
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
。
夏

季
休
業
中
は
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

作
業
を
進
め
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
成
果
物

を
共
有
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
た
。

　「
動
画
制
作
は
、『
判
断
力
』
や
『
表

現
力
』
な
ど
、『
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
』
を
総
合
的
に
伸
ば
す
た
め

の
課
題
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。９
月

の
中
間
発
表
で
テ
レ
ビ
局
員
か
ら
酷
評

を
受
け
て
、か
え
っ
て
火
が
つ
い
た
生

徒
が
い
ま
し
た
し
、グ
ル
ー
プ
内
で
意

見
の
相
違
が
あ
っ
て
も
粘
り
強
く
議
論

と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
明
確

な
目
的
の
下
で
活
用
す
る
こ
と
で
、
間

接
的
に
で
す
が
、
活
動
を
支
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
し
た
」（
野
上
先
生
）

　
卒
業
生
の
著
名
人
を
主
人
公
に
し
た

ド
ラ
マ
仕
立
て
の
動
画
な
ど
、
生
徒
の

「
思
考
力
」
や
「
表
現
力
」
の
向
上
が

見
ら
れ
る
作
品
ば
か
り
で
、
教
師
を
驚

か
せ
た
。

　「
動
画
投
稿
サ
イ
ト
が
一
般
的
に
活

用
さ
れ
る
中
、日
常
生
活
や
仕
事
で
も
、

動
画
制
作
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、

よ
り
高
次
の
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
観
点

か
ら
も
、
課
題
設
定
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」（
藏
下
教
頭
）

※学校資料を基に編集部で作成。

自己評価の結果（抜粋）図３

領域 ルーブリックテーマ 前回と
の差異

思考力

自分の選択がどういう結果を引き
起こすかを推測する力 0.08

情報を体系的につなげて因果・関
連性を考える力 0.09

物事を時に具体的に、時に抽象的
に思考できる力 0.09

判断力
優先課題、及びその解決策を的確
（論理的）に判断し行動に移す力 0.2

大局を見据えて判断する力 -0.01

「総合的な
探究の時間」

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

動画制作や
事務作業など、
ICTを総合的に
活用する課題を設定

優先課題を判断しつつ、
作りたいものを
粘り強く追究

資
質・能
力
を
総
合
的
に
育
む

活
動
と
し
て
、動
画
制
作
を
課
題
に

社
会
で
求
め
ら
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ル
を
踏
ま
え
て
課
題
を
検
討
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生
徒
・
保
護
者
と
の
連
絡
や
家
庭
学

習
の
把
握
に
も
、「Classi

」
を
活
用
し

て
い
る
。
そ
の
際
に
留
意
し
て
い
る
の

は
、
生
徒
に
任
せ
っ
放
し
に
し
な
い
こ

と
だ
と
、
高
校
１
学
年
担
任
の
鎌
田
祐

介
先
生
は
説
明
す
る
。

　「『
連
絡
事
項
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
』

『
学
習
時
間
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
』

な
ど
と
口
頭
で
伝
え
る
だ
け
で
は
、
行

動
に
移
さ
な
い
生
徒
が
い
ま
す
。
行
動

を
習
慣
化
さ
せ
る
た
め
、
活
用
の
ル
ー

ル
を
設
け
た
上
で
、
担
任
が
繰
り
返
し

声
を
か
け
て
い
ま
す
」

　
鎌
田
先
生
は
、
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
で
、
生

る
よ
う
に
し
た
。
す
る
と
次
第
に
、
毎

日
学
習
時
間
を
入
力
す
る
生
徒
が
増

え
、
学
習
習
慣
が
定
着
し
て
い
っ
た
。

鎌
田
先
生
は
、
教
師
の
粘
り
強
い
働
き

か
け
が
、「
向
上
心
」「
独
立
心
」
を
喚

起
し
た
と
感
じ
て
い
る
。

　「
生
徒
の
中
に
は
、
学
習
の
記
録
と

し
て
活
用
し
よ
う
と
、
学
習
し
た
内
容

ま
で
入
力
す
る
者
も
い
ま
し
た
。
自
分

で
や
り
方
を
工
夫
で
き
る
生
徒
は
、
自

分
の
学
習
ス
タ
イ
ル
を
振
り
返
り
、
課

題
を
見
つ
け
て
、
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
み
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
大

学
進
学
後
や
社
会
に
出
た
後
も
、
自
分

徒
全
員
が
「Classi

」
を
開
く
時
間
を

確
保
。
連
絡
事
項
を
確
認
し
た
ら
、「
見

ま
し
た
」
ボ
タ
ン
を
押
す
ル
ー
ル
に
し

て
い
る
。
押
し
て
い
な
い
生
徒
に
は
、

端
末
上
で
促
す
と
と
も
に
、
実
際
に
声

も
か
け
る
な
ど
、
閲
覧
が
習
慣
化
す
る

ま
で
粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
る
。

　
夏
季
休
業
中
は
、
家
庭
学
習
の
習
慣

化
に
向
け
て
、
高
校
１
年
生
全
員
に
、

家
庭
学
習
時
間
を
「Classi

」
に
入
力

さ
せ
た
（
図
４
）。
担
任
は
入
力
状
況

を
毎
日
確
認
し
、
入
力
し
て
い
な
い
生

徒
に
は
入
力
を
促
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

入
力
し
た
生
徒
に
は
励
ま
し
の
コ
メ
ン

ト
を
送
信
。
さ
ら
に
、
学
級
ご
と
の
学

習
時
間
の
総
計
を
１
年
生
の
グ
ル
ー
プ

に
ア
ッ
プ
し
、
１
年
生
全
員
が
見
ら
れ

自
身
で
学
び
や
仕
事
の
質
を
振
り
返
る

習
慣
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」（
鎌
田
先
生
）

　
今
後
は
、
教
育
活
動
で
活
用
し
や
す

い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
精
選
し
て
い
く
。

　「
利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
多
い

と
、
ア
カ
ウ
ン
ト
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管

理
が
難
し
く
な
り
、
生
徒
は
混
乱
し
ま

す
。
教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
頼
り
す
ぎ
る
こ

と
で
生
徒
を
振
り
回
さ
な
い
よ
う
、
各

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
効
果
を
検
証
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
野
上
先
生
）

　
大
学
や
社
会
へ
続
く
「
人
生
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
」
を
、
生
徒
が
蓄
積
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
目
指
し
た
い

と
、
藏
下
教
頭
は
語
る
。

　「
現
在
使
用
中
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使

え
る
の
は
高
校
ま
で
で
す
。
大
学
進
学

後
の
活
動
実
績
や
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア

な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
身
の
学
び

を
蓄
積
し
、
日
常
的
に
振
り
返
っ
て
自

分
の
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
で
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

構
築
す
べ
く
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
ま
す
」

※学校資料をそのまま掲載。

家庭学習時間のグラフ（例）図４

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

学級運営

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

学習時間を記録しやすい
仕組みにした上で、
学級ごとに学習時間を
可視化し、学年内で共有

１年次から
家庭学習習慣が定着し、
記録の内容も具体化

環
境
整
備
と
教
師
の
声
か
け
の

両
面
か
ら
学
習
習
慣
を
意
識
づ
け
る

目
標
は
、
生
涯
蓄
積
で
き
る

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
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と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
は
学
校
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。学
び
の
多
様
化
が
進
む
中
、

学
校
外
も
含
め
て
、生
徒
が
い
つ
で
も
、

ど
こ
か
ら
で
も
学
べ
、
地
域
や
国
内
、

世
界
の
人
と
つ
な
が
る
環
境
を
前
提
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
構
築
し
て

い
く
か
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
、
学
習
者
・
学
校
・
行
政

の
別
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
（
図
１
）。

　
学
習
者
に
と
っ
て
の
大
き
な
利
点

は
、自
分
ら
し
い
学
び
の
実
現
で
す
。

授
業
動
画
や
電
子
書
籍
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
で
、
興
味
・
関

心
を
広
げ
た
り
、自
分
に
合
っ
た
学
習

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
よ
っ
て
、
児
童
生

徒
１
人
に
つ
き
１
台
の
端
末
や
学
校
内

の
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
整
備
さ
れ
、
膨
大
か
つ
多
様
な
デ
ー

タ
の
蓄
積
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
が
背

景
に
あ
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
に
関
係

省
庁
が
策
定
し
た
「
教
育
デ
ー
タ
利
活

用
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
お
い
て
、「
誰

も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
、

誰
と
で
も
、自
分
ら
し
く
学
べ
る
社
会
」

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ

計
画
を
立
て
た
り
す
る
な
ど
、様
々
な

方
法
で
、
自
分
ら
し
い
学
び
の
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
個
に
応
じ
た
支
援
が
得
ら
れ
る
こ
と

も
、重
要
な
利
点
で
す
。例
え
ば
、学
力

の
差
が
大
き
い
ま
ま
協
働
学
習
を
行
う

と
、議
論
に
つ
い
て
い
け
ず
、傍
観
者
に

な
っ
て
し
ま
う
生
徒
が
出
て
き
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル

な
ど
で
学
び
の
過
程
を
可
視
化
し
、
つ

ま
ず
い
て
い
る
生
徒
を
手
厚
く
支
援
す

る
な
ど
、自
由
進
度
に
よ
る「
個
別
最
適

な
学
び
」
で
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま

す
。
そ
う
し
て
理
解
の
差
を
縮
め
て
か

ら
協
働
学
習
を
行
え
ば
、
学
び
合
い
は

活
発
に
な
り
、
よ
り
深
い
議
論
が
展
開

さ
れ
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
に
か
か
わ
る
教
育
デ
ー
タ
は
、

学
籍
や
学
級
数
な
ど
の
客
観
デ
ー
タ
で

あ
る
「
主
体
情
報
」、
学
習
指
導
要
領

や
授
業
の
題
材
に
か
か
わ
る
「
内
容
情

報
」、
学
習
記
録
や
生
徒
指
導
の
記
録

で
あ
る
「
活
動
情
報
」
の
３
つ
に
大
別

さ
れ
ま
す
。
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
っ

東
北
学
院
大
学

　文
学
部

　教
授

稲
垣

　忠　
　

い
な
が
き
・
た
だ
し

関
西
大
学
大
学
院
総
合
情
報
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。専
門
は
教
育
工
学
、情
報
教
育
。日
本
教
育
メ
デ
ィ

ア
学
会
理
事
、
日
本
教
育
工
学
会
代
議
員
、
文
部
科

学
省
・
経
済
産
業
省
の
専
門
家
会
議
の
委
員
を
歴
任
。

著
書
に
、『
探
究
す
る
学
び
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！
　

情
報
活
用
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
・

０
』（
明
治
図
書
出
版)

、『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
理
論
と
実

践
　
Ｄ
Ｘ
時
代
の
教
師
を
め
ざ
し
て
』（
編
著
、
北
大

路
書
房
）
な
ど
。

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
り
、

学
習
者・学
校・行
政
は
ど
う
変
わ
る
の
か

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
た
め
の
制
度
設
計
が
、
デ
ジ
タ
ル
庁
や
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
な
ど
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
１
月
に
は
、「
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
公
表
さ
れ
、
中
長
期
で

目
指
す
べ
き
姿
が
示
さ
れ
た
。
教
育
デ
ー
タ
の
蓄
積・流
通
に
よ
り
、
学
校
教
育
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
く
の
か
。

文
部
科
学
省・経
済
産
業
省
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
専
門
家
会
議
の
委
員
を
歴
任
す
る
東
北
学
院
大
学
の
稲
垣
忠
教
授
に
、

現
状
と
展
望
を
聞
い
た
。

本特集
テーマの
nex t

校
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

と
ど
ま
ら
な
い
イ
ン
フ
ラ
改
革

学
習
指
導
要
領
ベ
ー
ス
で

生
徒
の
学
び
を
可
視
化
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＊１　Evidence-based Policy Making の略称。政策の企画をその場限りのエピソードに頼るのではなく、政策目的を明確化した上で、合理的根拠（エビデンス）に
基づくものとすること。　＊２　大阪市の取り組みは、『VIEW next』教育委員会版 2021 年度 Vol.3 の特別企画「先駆的・戦略的な教育改革」（P.26 〜 29）で紹
介しています。ウェブサイト『VIEW next ONLINE』の「学校教育情報誌『VIEW next』」の教育委員会版バックナンバーからご覧ください。

て
指
導
の
充
実
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ

る
の
が
、
内
容
情
報
で
す
。
現
在
、
デ

ジ
タ
ル
ド
リ
ル
や
授
業
支
援
ツ
ー
ル
の

活
用
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
相
互
連
携
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
デ
ジ

タ
ル
ド
リ
ル
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学

習
履
歴
が
蓄
積
さ
れ
て
も
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
に
書
き
込
ん
だ
履
歴
と
は
連
動

し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
が
学
習
指
導
要
領

ベ
ー
ス
で
連
携
す
る
こ
と
で
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
横
断
し
た
生
徒
の
学
び
を
可

視
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
生
徒
の
日
常
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
活

用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
変
化
を
迅
速

に
把
握
し
、
大
事
に
至
る
前
に
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
長
期
的
に
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る

と
、
今
ま
で
で
あ
れ
ば
気
づ
け
な
か
っ

た
生
徒
の
小
さ
な
異
変
を
察
知
し
や
す

く
な
る
わ
け
で
す
。

　
行
政
で
は
、
新
た
な
制
度
設
計
や
優

良
事
例
の
共
有
な
ど
に
も
デ
ー
タ
が
利

活
用
で
き
ま
す
。
既
に
動
き
出
し
た
自

治
体
も
あ
り
、
例
え
ば
大
阪
市
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
学

校
・
学
級
の
状
態
を
可
視
化
し
、
指
導

改
善
に
生
か
す
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す

（
＊
２
）。

　
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
の
鍵
は
、
教
育

委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
あ
り
ま

す
。
理
想
は
、
各
自
治
体
が
、
小
・
中

学
校
と
高
校
の
連
続
性
を
視
野
に
入
れ

て
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
グ
ラ
ン
ド

ル
ー
ル
を
作
成
し
、
教
育
委
員
会
が
教

育
デ
ー
タ
を
学
校
で
生
か
す
た
め
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
し
て
、
学
校
が
活
用
す
る

と
い
っ
た
体
制
を
築
く
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
進
め
る
た

め
に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
整
備
が

重
要
で
す
。
教
育
デ
ー
タ
の
中
に
は
、

個
人
情
報
に
該
当
す
る
も
の
が
多
く
、

学
習
履
歴
は
誰
の
も
の
か
、
誰
の
権
限

で
ど
う
使
っ
て
よ
い
か
、
い
つ
ま
で
保

存
す
る
か
な
ど
、
検
討
課
題
は
山
積
み

で
、
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
・
高
、
高
・
大
な
ど
、
学

校
種
別
を
超
え
て
デ
ー
タ
を
共
有
す
る

こ
と
は
、
技
術
的
に
は
可
能
で
す
。
し

か
し
、そ
れ
を
「
生
涯
を
通
じ
た
学
び
」

と
言
え
ば
聞
こ
え
は
よ
い
で
す
が
、
学

び
を
監
視
し
続
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
危

う
さ
も
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

　
今
後
の
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
核

に
な
る
の
は
、「
学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
」
と

「
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」と
考
え
ら
れ 

ま
す
。基
本
的
に
は
、学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル

が
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
入
り
口

に
な
り
、ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
学
習

の
結
果
が
蓄
積
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　
学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
は
、
多
く
の
自
治

体
で
稼
働
し
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
授
業
支
援

ツ
ー
ル
な
ど
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ど
の

よ
う
に
連
動
さ
せ
、
指
導
・
学
習
の
改
善

に
つ
な
げ
て
い
け
る
の
か
は
、
今
後
の

開
発
の
進
展
を
待
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
高

等
教
育
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

初
等
中
等
教
育
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
何

を
蓄
積
し
、
ど
う
扱
う
の
か
ル
ー
ル
づ

く
り
と
と
も
に
、
教
師
が
デ
ー
タ
を
扱

※デジタル庁、総務省、文部科学省、経済産業省「教育データ利活用ロードマップ」（2022
年１月）を基に編集部で作成。

各立場における教育データの蓄積と流通の将来イメージ図１

学習者
• 誰でも、いつでも、どこから

でも、誰とでも学べる
•自分らしく学べる
• 個に応じた支援が受けられ

る

学校・教師
• 学級・学校経営、生徒指導

に生かす
• 教育関係業務の効率化
• 指導計画・授業準備に生かす
• 情報交換のプラットフォーム

行政・研究機関
•プッシュ型の支援　•EBPM（＊１）による政策改善・制度設計
• 効率的なカリキュラムや指導法の開発
• 優良事例の横展開
• 新しい知見を学習指導要領の改訂に反映

データがたまる・つながる
あらゆるコンテンツがつながる

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

教
師
一
人
ひ
と
り
が
倫
理
観
を

持
ち
、
デ
ー
タ
と
向
き
合
う
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う
上
で
の
倫
理
観
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
図
２
の

通
り
で
す
。
現
在
は
基
盤
と
な
る
ル
ー

ル
づ
く
り
の
段
階
で
す
の
で
、
現
場
で

の
授
業
や
学
習
に
大
き
な
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
。
中
期
目
標
で
何
よ
り
求
め
ら

れ
る
の
は
、
教
育
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
向

け
て
、
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
日
常
的
に
使

う
状
況
を
す
べ
て
の
学
校
で
実
現
す
る

こ
と
で
す
。
学
習
履
歴
が
自
動
的
に
蓄

積
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
デ
ー

タ
を
ど
う
活
用
す
る
か
が
、
学
校
が
最

初
に
向
き
合
う
課
題
に
な
る
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
生
徒
の
生
活
・
健
康
面

の
デ
ー
タ
は
、
各
学
校
の
判
断
で
扱
え

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
の
整
理
や
活
用
法
は
、
各
自
治

体
に
お
け
る
今
後
の
議
論
に
左
右
さ
れ

ま
す
。

　
長
期
目
標
に
は
、学
習
者
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
自
ら
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
活

用
す
る
姿
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。学
年

や
学
校
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
学
び
直
し
が

で
き
る
環
境
が
整
う
た
め
、生
徒
が
自

分
に
必
要
な
学
び
を
選
び
取
れ
る
よ
う

に
動
機
づ
け
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
徒
の
特
性
や
キ
ャ
リ
ア
観
に
応
じ
て

最
適
な
教
材
を
提
示
す
る
知
識
・
技
能

も
、教
師
に
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
教
師
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
柔
軟
に

授
業
を
見
直
す
力
も
大
切
に
な
り
ま

す
。自
分
で
は
よ
い
授
業
を
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
て
も
、生
徒
の
力
が
伸
び

て
い
な
け
れ
ば
、客
観
的
に
は
よ
い
授

業
を
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
教

育
デ
ー
タ
を
活
用
し
、生
徒
一
人
ひ
と

り
の
変
化
や
学
級
全
体
の
状
態
を
正
確

に
把
握
し
た
上
で
、取
り
上
げ
る
題
材

や
授
業
展
開
、使
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど

を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
教
師
の
多
忙
化
の
解
消
が
課
題
で
あ

る
今
、
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
と
い
う

新
た
な
業
務
が
加
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
不
安
を
抱
く
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
民
間
企
業
で
は
、

業
種
や
職
種
を
問
わ
ず
、
業
務
の
効
率

化
や
質
の
向
上
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル

化
と
デ
ー
タ
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
教
師
に
も
、デ
ー
タ
を
読
み
取
り
、

客
観
的
に
物
事
を
捉
え
て
考
え
る
リ
テ

ラ
シ
ー
が
必
要
で
す
。

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
と
言
っ
て

も
、
統
計
や
デ
ー
タ
分
析
の
専
門
知
識

が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
も
、
授
業
づ
く
り
を
す
る
際

に
、
テ
ス
ト
の
結
果
や
生
徒
が
振
り
返

り
シ
ー
ト
に
書
い
た
内
容
な
ど
を
参
考

に
し
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
と
同
じ

よ
う
に
、
デ
ー
タ
か
ら
学
習
や
指
導
の

成
果
と
課
題
を
効
率
よ
く
把
握
し
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
支
え
る
授
業

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

教
師
の
意
思
決
定
と
生
徒
の
自
立
的
な

学
び
を
助
け
る
ツ
ー
ル
が
増
え
る
と
捉

え
て
、
教
育
デ
ー
タ
に
向
き
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊３　Personal Data Store の略。他者保有データの集約を含め、個人が自らの意思で、自らのデータを蓄積・管理するための仕組みであり、第三者への提供に係る
制御機能（移管を含む）を有するもの。 

※デジタル庁、総務省、文部科学省、経済産業省「教育データ利活
用ロードマップ」（2022 年１月）を基に編集部で作成。

教育データ利活用の目指す姿図２

短期（〜2022年頃）
• 教育現場を対象にした調査や手続きが原則オンライン化
• 事務等の原則デジタル化など、校務のデジタル化を進め、

学校の負担を軽減
•インフラ面での阻害要因（例：ネットワーク環境）の解消
• 教育データの基本項目（例：法令や調査で、全国で共通

的に取得されている主体情報）が標準化

論点・課題
情報が紙で処理されており、
調査や事務の負担が重い

目指す姿
調査等のオンライン化
で、校務負担が軽減

中期（〜2025年頃）
• 学習者が端末を日常的に使うようになり、教育データ利

活用のためのログ収集が可能
• 内容・活動情報が一定粒度で標準化され、学校・自治体

間でのデータ連携が実現
• 学校・家庭・民間教育間でのそれぞれの学習状況を踏ま

えた支援が一部実現

論点・課題
学校や自治体間のデータ
同士の結びつきがない

目指す姿
データの 標 準 化により、
EBPM の推進や新たな教
授法・学習法の創出

長期（〜2030年頃）
• 学習者がＰＤＳ（＊３）を活用して、生涯にわたって自らの

データを蓄積・活用することができるように
• 内容・活動情報のさらに深い粒度での標準化が実現
•支援を必要とする子どもへのプッシュ型の支援が実現
•真に「個別最適な学び」と「協働的な学び」が実現

論点・課題
「学校で」「教師が」「同時に」「同
一学年の児童生徒に」「同じ速度で」

「同じ内容を」教えるという、学習
指導の基本的な枠組みでは十分に
対応できない可能性

目指す姿
誰もが、いつで
も、どこからで
も、 誰 と で も、
自分らしく学べる

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、

デ
ー
タ
を
基
に
し
た
授
業
改
善
を
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